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更新・撤去共にPDF図面上は3台表記されてますが、

沖縄工業高等専門学校総務課施設係

E-04.09　3階 廊下4　照明器具：SP-2 Ｅ-04を正とします。E-09の機器表に誤記があります。

E-09の撤去機器表＜廊下４＞ＳＰー２×３が正となります。

機器表は撤去2台の表記になっております。

正しい数量をご教示願います。

E-03.08　2階ITラウンジ　照明器具：DL8 撤去のみの場所はありません。Ｅ-03を正とします。

ダウンライトの撤去6台、取付4台となっております。 ダウンライトの撤去４台、取付４台を正とします。

撤去のみの場所があるのか、ご教示願います。

機器表枠は点線表記ですが、図面上シンボル表記が します。

あります。更新済みの判断でよろしいでしょうか。

２階更新図面と、3,4階はハッチング処理されております。

質　　問　　回　　答　　書

質　　問　　事　　項 回　　　　　　答

E-08　2階D階段　照明器具：FSS8-321PN ご指摘のとおり、Ｄ階段は更新済みとなります。Ｅ-03を正と
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機器表も記載されています。今工事の範囲外の認識で

よろしいでしょうか。

沖縄工業高等専門学校総務課施設係

撤去・新設共に対象外の認識でよろしいでしょうか。

E-05,10　4階 研究室前廊下 ご指摘のとおり、4階 研究室前廊下は更新済みとなります。

E-05では更新済み。E-10撤去図面では記載が無く、 E-05を正とします。

E-05,10　4階 電波暗室　照明器具：FSL1-322H・SP-2 ご指摘のとおり、電波暗室は工事対象外となります。

E-05には別途工事の記載、E-10では器具表の記載が E-05を正とします。

ありますが、図面はハッチング処理がされておりますので、

屋外設置器具との記載がありますが、 作業用機材及び転落防止措置は不要と考えております。

脚立以外の足場・高所作業用機材及び転落防止措置は

不要との認識でよろしいでしょうか？

質　　問　　回　　答　　書

質　　問　　事　　項 回　　　　　　答

E-05,10　4階 G階段　照明器具：Br5・FBC2RP-201GH 器具高さは、R1SL+2500となります。脚立以外の足場・高所
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沖縄工業高等専門学校総務課施設係

リニューアル需要の急増により、各メーカ納期の遅延が発生

している状況です。工期内での完成が難しい場合、工期延長

は可能でしょうか。

現在、水銀に関する水俣条約第５回締結会議（COP5）で合意 照明器具メーカーの製造遅延等(メーカー発行の遅延証明書等

された「27年末までの蛍光ランプ製造・輸出入禁止」に伴う が必要）による工期延長は協議可能と考えております。

屋外設置器具との記載がありますが、脚立以外の 所作業用機材及び転落防止措置は不要と考えております。

足場・高所作業用機材及び転落防止措置は不要との

認識でよろしいでしょうか？

質　　問　　回　　答　　書

質　　問　　事　　項 回　　　　　　答

E-06,11　R階 屋外　照明器具：Br5・FBC2RP-201GH 器具設置高さは、RSL+480となります。脚立以外の足場・高
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沖縄工業高等専門学校総務課施設係

×2台となっておりますが、図面拾いは3台となっています E-09の撤去機器表＜廊下４＞ＳＰー２×３が正となります。

どちらが正しい数量でしょうか。

する。

図面番号E-09の「廊下4」の数量について、SP-2が Ｅ-04を正とします。E-09の機器表に誤記があります。

本工事は、執務並行改修工事となりますか。 執務並行改修工事として見込んでいない。学校職員や監督職員

等との協議により、原則、無人状態での改修工事の実施を旨と

質　　問　　回　　答　　書

質　　問　　事　　項 回　　　　　　答

共通費の算出に使用する工期Ｔは、何カ月で設定していますか 工期Ｔは4.9カ月。



令和８年７月１５日

競争参加者　御中

工　事　名　： 沖縄工業高専創造・実践棟西側（２～Ｒ階）照明設備更新工事

令和８年６月２５日 より取得していただいた図面から、別紙のとおり変更を行います。

　令和　　年　　月　　日

上記変更通知書を受領しました。

競争参加者名

　　　　　住　　　所

　　　　　氏　　　名 　　　印

契約担当役　事務部長　　亀井　耕治

独立行政法人国立高等専門学校機構
沖縄工業高等専門学校

独立行政法人国立高等専門学校機構
沖縄工業高等専門学校

　ついてはこの変更事項通知書を受領されたら競争参加者名を記入の上、ファック
スにて令和８年７月２１日までにご返送願います。
　（返信先：FAX 0980－55－4012）

図面の変更事項について（通知）

契約担当役　事務部長　　亀井　耕治 殿



別紙

図面番号 変更項目 摘　　　　　要

【図面】 主な変更点

E-05 創造・実践棟西側４階照明更新平面図 Ｇ階段　照明器具高さの追記

L-1 図面リスト 表題下の図面リストの割付修正、及び縮尺の誤記修正。

特－E1 発生材の処理等（5）その他の発生材
撤去した「蛍光灯ランプ」の「構内指定場所に簡易養生保管」
を追記

E-06 創造・実践棟西側Ｒ階照明更新平面図 屋外　照明器具高さの追記

E-09 創造・実践棟西側３階既設照明撤去平面図 廊下４の機器表の「SP-2」の数量修正



西側(２～Ｒ階)照明設備更新工事

N/S

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

Ｌ－１図 面 リ ス ト
株式会社　国吉設計 那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

建築士法第20条第１項に基づく表示

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

令和７年度 令和７年１０月
Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

沖縄工業高専　創造・実践棟

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専 創造・実践棟

Ｎ／Ｓ

図 面 名 称

L - 1

特 記 仕 様 書 (１ )

図 面 リ ス ト （ 表 紙 ）

図 面 番 号 縮 尺

Ｎ／Ｓ

特-Ｅ1

E - 0 6

E - 0 5

E - 0 4

E - 0 3

E - 0 2

E - 0 1

Ｎ／Ｓ

配 置 図
S=1/2000(A3)

S=1/1000(A1)

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 表

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

Ｎ／Ｓ

Ｎ／Ｓ

特-Ｅ2

特-Ｅ3

特 記 仕 様 書 (２ )

特 記 仕 様 書 (３ )

図 面 リ ス ト

図 面 名 称図 面 番 号 縮 尺

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

西 側 ２ 階 照 明 更 新 平 面 図

西 側 ３ 階 照 明 更 新 平 面 図

西 側 ４ 階 照 明 更 新 平 面 図

西 側 Ｒ 階 照 明 更 新 平 面 図

E - 0 9

E - 0 8

E - 0 7

E - 1 0

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

既 設 照 明 器 具 表

西 側 ２ 階 既 設 照 明 撤 去 平 面 図

西 側 ３ 階 既 設 照 明 撤 去 平 面 図

西 側 ４ 階 既 設 照 明 撤 去 平 面 図

E - 1 1 西 側 Ｒ 階 既 設 照 明 撤 去 平 面 図
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

Ｎ／Ｓ



図示

○発生残土の

処理

（第1編2.2.1）

［第1編2.3.1］

○ 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

○

　　　　当該表を示す。

項　　　　　目 特　　記　　事　　項 項　　　　　目 特　　記　　事　　項 項　　　　　目 特　　記　　事　　項

○適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

Ⅰ 工 事 概 要 ○ 風圧力

風速（Vo= m/s）

地表面粗度区分（ ○ Ⅰ ○ Ⅱ ○ Ⅲ ○ Ⅳ）１．工事場所

○ 積雪荷重

建設省告示第1455号における区域　別表（ ）

電気保安
項　　　　　目　　　　　名 電気保安技術者技術者

1.第３種電気主任技術者以上の資格を有する者（第1編1.3.2）

2.１級電気工事施工管理技士の資格を有する者［第1編1.3.2］

3.第１種電気工事士の資格を有する者

4.高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気

　事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令

　第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

5.旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の

　検定に合格した者

6.公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験

　に合格した者

7.２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

8.第２種電気工事士の資格を有する者

9.短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

に報告する。

施工条件

（第1編1.3.3）

［第1編1.3.3］

Ⅱ 工 事 仕 様

（１）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

仕様書を適用する。

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　　）図による。

（１）本特記仕様書の表記

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該

　　　　表を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

２．完成期限

工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

工　事　種　目

６．

建 物 名 称

工 種

構 造

階 数

建築面積(㎡)
建築基準法による

延べ面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

図面＿＿枚及び本特記仕様書＿＿枚によるほか、●印の付いたものを適用する。

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

工事写真撮影要領(令和5年9月)

●

●

●

●

●

耐震施工 設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に応じて、次の

設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損等が生じないよう

にする。

①設計用水平地震力

　機器の重量[ｋＮ]に、地域係数(1.0)及び設計用水平震度を乗じたものとする。

特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度
特定の施設 一般の施設○

機 器 種 別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
機　　　器 2.0 1.5 1.5 1.0上層階

屋上 防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5
及び塔屋 水　槽　類 2.0 1.5 1.5 1.0

機　　　器 1.5 1.0 1.0 0.6
中間階 防振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0

水　槽　類 1.5 1.0 1.0 0.6
機　　　器 1.0 0.6 0.6 0.4

地階･１階 防振支持の機器 1.0 1.0 1.0 0.6
水　槽　類 1.5 1.0 1.0 0.6

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、

　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・水槽類には燃料小出タンクを含む。

・重要機器は次のものを示す。

○配電盤 発電装置（防災用） 直流電源装置○ ○

○交流無停電電源装置 交換装置 自動火災報知受信機○ ○

中央監視制御装置 ○○ ○

②設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

天井仕上区分 （　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電気工事士

○

なお、免振構造等により建築物の時刻応答解析が行われる場合は別に定める

ものを使用すること。

（第2編2.1.13）

［第2編2.1.14］

最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律

第139号）に基づく有資格者により施工を行う。

○金属管の塗装 　露出配管の仕上げは次による。

屋外及び仕上げ

（第1編2.7.1）

［第1編2.8.1］ 屋内

○厚鋼電線管は、溶融亜鉛めっき仕上げ付着量300g/㎡以上のものとする。

塗装あり（場所：○ ）

○塗装なし

塗装あり（場所：○ ）

電線の色別 配線及び主回路の導体の色別は、次による。

（第2編2.1.3）

［第2編2.1.4］

導電部

（第3編1.1.4）

［第3編1.2.2］

（無停電回路含む）

フラッシュ フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

プレート （ 樹脂製 ）とする。○

○ｹｰﾌﾞﾙの接続 　EM-高圧架橋ポリエチレンケーブルは、JCS 4395「6600V 架橋ポリエチレンケーブル

（第2編2.10.4.2）

［第2編2.11.4.2］

●

●

●金属製（ステンレス、新金属を含む）

第１相 第２相 第３相 中性相電気方式

高
三相３線式 赤 白 青

圧

三相３線式 赤 接地側 白 黒

三相４線式 赤 青 黒 白
低

単相２線式 接地側 白赤（青）
圧

単相３線式 赤 青 白

直流２線式 青 白

分岐前の色別による。（１）分岐回路の色別
配（２）発電回路の第２相 接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。（３）切替回路の２次側線

（４）漏電遮断器回路の接地 専用接地極とした時の接地線は、監督職員と

協議し、一般接地線と色別を区別する。

共通事項 配線（１）～（４）による。
分

左右・上下及び遠近の別は、 ア）左右の別は、左からとする。
電

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式正面から見た状態盤
　は、下からとする。類

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流

　２線式は、遠いほうからとする。

備考

（ａ）配電盤類については、次による。

（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

○ 標準仕様書による。

機 材 名

機材の検査等
検　査 試　験 摘　　　　　要機　　材　　名機材の検査に

伴う試験

（第1編1.4.4～5）

［第1編1.4.5～6］

施工調査 事前調査

調査項目 （ 既存資料調査 石綿事前調査（貸与資料　○有　○無 ）○［第1編1.5.1～3］

調査範囲 （ 図示 ）○

調査方法 （ ）○

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

既存躯体への

穿孔

施工の検査等

施工の検査に ものとする。
施　工　部　分 検　査 立　会 試　験 摘　　要伴う試験施工

の立会い等
(第1編1.5.3～5)

［第1編1.6.4～6］

完成時の

提出図書

（第1編1.7.1～3）

［第1編1.11.1～3］

［第1編2.12.3］

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。

走査式埋設物調査 ○ 放射線透過検査

石綿含有材料

の事前調査

［第1編1.8.2～3］

足場その他

［第1編2.2.2］

名　　　　称 体　裁　等

完　成　図 CADデータ（電子納品）及び電子データ

〃○ 原図　○A1版（＿＿部）　○A3版（＿＿部）

〃○ 複写図 製本（A4版黒厚紙表紙金文字入り）（＿＿部）

〃

※紙媒体はA4版ファイル綴じ、電子データはPDF形式とする。

　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。　　　　　　　　　（　　　　図参照　）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

●

●

●

●

●

●

保全に関する資料

電子納品は次による。

以外に使用しないこと。

（２）電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

（４）提出方法及びファイル形式は以下による。

（１）貸与する設計図CADデータの著作者名：○○高専　　　ファイル形式：JWW

下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受ける

（３）電子成果品は、提出前にウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有材料の事前調査を行う。

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図作成のため

CADデータ：JWW、DXF及びPDF　 提出方法：CD又はDVDに保存し、１部提出する。

工 事 写 真

　⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　③ 安定的な供給が可能であること。

　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

電源周波数

発生材の

処理等 (1)引渡しを要するもの

（第1編1.3.9） 1）品　　名

［第1編1.9.1］ 2）引渡し先

3）集積場所

4）集積方法

(2)特別管理産業廃棄物

1）品　　名

2）処理方法

(3)現場において再利用するもの

1）品　　名

2）使用場所

(4)再生資源化するもの

1）品　　名

(5)その他の発生材

1）品　　名

2）処理方法

環境への配慮 （１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

（第1編1.4.1） 成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

［第1編1.4.1］ （令和7年1月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達

する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

　い材料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘ

　キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

　使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

　ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

　少ない材料を使用したものとする。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ機材の品質等

き品質及び性能を有するものとする。（第1編1.4.2）

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たす［第1編1.4.2］

証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて

の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し、監督職員の承諾を

受けた場合は、証明となる資料等の提出を省略することができる。

発生材の処理は、下記による。

●

●

●

●

独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準、現場説明書、

○

●

●

●

● 電灯設備

〇 動力設備

○ 電気自動車用充電設備

○ 電熱設備

○

○

○

○

雷保護設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

○

○

○

○

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

○

○

○

○

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

○

○

○

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

○

〇

〇

●

中央監視制御設備

火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

発生材処理

○　　５０Ｈｚ　　　　●　６０Ｈｚ

照明器具

産業廃棄物処理業者

構内指定場所

産廃用ボックス内

●

〇

●

●

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●今回更新部分

●

〇

〇

※専攻科棟部分は除く

電気設備工事　

複写図 仮製本　○A1版（＿＿部）　●A3版（＿２部）

●紙媒体（＿１部）　　○電子データ

●紙媒体（＿１部）　　○電子データ

令和　８年１２月２５日（ 金曜日 ）

１．共通仕様

２．特記仕様

　(3層押 出型)」によるものとする。

　（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

　（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

　（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

　ＬＥＤ照明器具（一般屋内用に限る）

　照明制御装置

　可変速運転用インバーター装置

　分電盤

　制御盤

　キュービクル式配電盤

　高圧スイッチギヤ（ＣＷ）＊

　高圧スイッチギヤ（ＰＷ）＊

　高圧交流遮断器

　高圧進相コンデンサ

　高圧源流ヒューズ

　高圧負荷開閉器

　高圧変圧器（特定機器）

　交流無停電電源装置（常時インバータ給電方式（簡易形）を除く。）

　太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

　監視カメラ装置

　中央監視制御（監視制御装置）

図　面　名　称

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係　長 担　当

特ーＥ１

図面番号縮　　尺

ー

工　事　名　称設 計 業 務 名設 計 年 月年　　度

）対象部分（３．指定部分 無

無

○

○

有

有

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日（　　曜日）４．

（第1編1．1．2）、[第1編1．1．2]

概成工期

建物概要

屋外

５．

○

○

既存合わせによる。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

分　電　盤

キュービクル

照　明　器　具 ● 搬入時外観検査

○

○

負荷設備台帳 ○紙媒体（＿＿部）　　○電子データ

○紙媒体（＿＿部）　　○電子データ

・

・

・

作業については事前に監督職員と協議の上施工すること。

騒音、振動等授業や教育研究活動に影響を及ぼす恐れのある作業は、事前に監督

通行止め、停電、断水を伴う作業は、事前に作業計画書を提出し、監督職員の

し、日程は監督職員と協議により決定する。

職員と協議の上実施する事。

承諾を得た上で実施すること。なお、停電を伴う作業は原則休日(土･日・祝日)と

目視による

● ●

官公署等届出書類(写)

令和７年度 令和７年１０月

独立行政法人　国立高等専門学校機構

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）
特記仕様書（１）

沖縄工業高等専門学校

沖縄県市名護市字辺野古905番地（沖縄工業高等専門学校構内）

●

●

改 修

ＲＣ造

７項

器具更新

改 修

ＲＣ造

７項

器具更新

創造･実践棟

照明器具一式

一式

ＬＥＤ照明器具 施工完了時

改 修

ＲＣ造

７項

器具更新

改 修

ＲＣ造

Ｒ階４階３階２階

７項

器具更新

屋外1,392 1,042 932

照明器具一式

一式

創造･実践棟 西側（新営時Ⅰ期工事部分）

沖縄工業高専　創造・実践棟

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専 創造・実践棟 西側(２～Ｒ階) 照明設備更新工事

原則として作業時間は平日の８：００～１８：００とし、それ以外の時間帯の

・器具撤去の際、使用可能な蛍光管は拭き上げ清掃後に校内指定場所に保管する。

●

●

●

●

11 ３

株式会社　国吉設計 那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

建築士法第20条第１項に基づく表示

蛍光灯ランプ

構内指定場所に簡易養生して保管

●

〇



項　　　　　目 特　　記　　事　　項

○接地極

○監視・制御 外部ネットワークと接続する制御システム

○システムの あり（対象設備

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ

）

外部ネットワークと接続する箇所の不正アクセス防止対策

○ファイアウォール

盤・キャビネットの錠の鍵

○製造者の標準鍵

鍵の指定あり○

対策機器（○分電盤　○制御盤　○ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　○端子盤　○通信ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ　○　　　）

○統合脅威管理（UTM）

○なし

機器取付高さ
名称 測点 取付高〔mm〕

積算計器 地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器 地上～中心 1,800～2,200

床上～中心
1,500

(上限1,900以下)

スイッチ 床上～中心 1,300

スイッチ（バリアフリートイレ） 床上～中心 1,100

コンセント（一般） 床上～中心 300

コンセント（和室） 床上～中心 150

コンセント（台上） 台上～中心 150～200

コンセント（車椅子用） 床上～中心 900

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100～2,300

ブラケット（踊場） 床上～中心 2,000～2,500

ブラケット（鏡上） 鏡上端～中心 150

壁掛形制御盤 床上～中心
1,500

(上限1,900以下)

開閉器箱 床上～中心 1,500

制御用スイッチ 床上～中心 1,300

集合保安器箱 天井下～上端 200

壁付電話機（一般） 床上～中心 1,300

試験用接続端子箱 床上～下端 800

接地端子箱 地上、床上～中心 500

給油ボックス(壁掛形) 地上～注油口 1,000

分電盤

端子盤　　　　 床上～中心
1,500

(上限1,900以下)

壁掛形親時計 床上～中心
1,500

(上限1,900以下)

子時計 床上～中心 天井高×0.9

壁掛形スピーカ 床上～中心 天井高×0.9

壁付アッテネータ 床上～中心 1,300

情報・出退表示盤 床上～中心 天井高×0.9

壁付発信機 床上～中心 1,300

ベル・ブザー・チャイム 床上～中心 2,300

壁付押しボタン（一般） 床上～中心 1,300

図面に特記なき場合は、次による。

外部受付用インターホン（子機） 標準図による

壁付インターホン（上記以外） 床上～中心 1,300

壁付呼出ボタン（バリアフリー トイレ） 床上～中心 900、(400)

機器収容箱（EPS） 床上～中心

テレビ端子（一般） 床上～中心 300

テレビ端子（和室） 床上～中心 150

床上～操作部 800～1,500

機器収容箱 床上～操作部 800～1,500

発信機 床上～中心 800～1,500

警報ベル 床上～中心 2,300

表示灯 床上～中心 2,100

300

ガス検知器（都市ガス用） 天井面～中心
天井面－300

接地極埋設標 地上～中心 600

ガス検知器（液化石油ガス）

受信機・副受信機・連動制御器

床上～上端

(上限1,900以下)

1,500

（壁付けの場合）

備考

天井高3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる

場合は、監督職員と協議する。

壁付呼出押ボタン（バリアフリートイレ）の取付高さは(400)は床に転倒した時を考慮

した高さを示す。

他工事又は 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

他工種との
取り合い

●

図面に特記なき場合は、次による。
接地の種類

○ 共同接地

○ A種

○ B種

○ C種

○ D種

○ 高圧避雷器用

○ 交換装置用

○ 通信用（10Ω）

○ 通信用（100Ω）

○ 電話引込口の保安器

○ 測定用

○ 共同接地

○ 漏電遮断器回路用

接地抵抗 接地極の規格・数量

Ω以下

10 Ω以下

Ω以下

10 Ω以下

Ω以下

10 Ω以下

10 Ω以下

10 Ω以下

100 Ω以下

100 Ω以下

Ω以下

10

10

100

Ω以下100

記号

●

自
動
火
災
報
知

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘
導
支
援

出
退
マ
ル
チ
サ
イ
ン

拡
声

時
計

構

内

交

換

受

変

電

雷

保

護

電

力

共

通

電

灯

動

力

発

電

屋

外

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

EＬｔ

E0

A・C・D

A

B

C

D

LA

ｔ

Ａｔ

Ｄｔ

A・D

D(ELB)

事務部長 総務課長補佐総務課長 係長 担当

年　　度 設 計 年 月 設 計 業 務 名 工　事　名　称 図　面　名　称

特記仕様書（２） ー

縮　　尺

特ーＥ２

図面番号

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖縄工業高等専門学校

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）
令和７年度 令和７年１０月

沖縄工業高専　創造・実践棟

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

株式会社　国吉設計 那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

建築士法第20条第１項に基づく表示



項　　　　　目 特　　記　　事　　項

【ガス蒸気危険場所】 【施工の立会い及び試験】特殊場所 特殊場所は次による。 配線器具の取付け（クリーンルーム）
特 殊 場 所 の 内 容 適用する場所 危険場所の種別 危険物の種類 ガス蒸気防爆構造の種類は、次の法令等による。 施工の立会い及び試験は、標準仕様書第２編第２章第１８節「施工の立会い及び試験」

（ａ）労働安全衛生法（昭和四十七年法律第五十七号） の該当項目によるほか次による。

○ ガス蒸気危険場所 （ｂ）電気機械器具防爆構造規格（昭和４４年４月１日労働省告示第１６号） （ａ）粉じん危険場所に使用される電線管は、薄鋼電線管又はそれと同等以上の強度

○ 粉じん危険場所 （ｃ）ＪＩＳ　Ｃ　６００７９規格群（爆発性雰囲気で使用する電気機械器具） 　　　を有していることを確認する。

○危険物等貯蔵場所 （ｄ）工場電気設備防爆指針（ガス蒸気防爆２００６） （ｂ）ガス蒸気危険場所に使用される電線管は、厚鋼電線管又はそれと同等以上の

○ 腐食性ガスのある場所 （ｅ）工場電気設備防爆指針－国際整合技術指針（２０１５、２０１８、２０２０） 　　　強度を有していることを確認する。

○ 蟻害を受けるおそれのある場所 （ｆ）ユーザーのための工場防爆設備ガイド（２０１２） （ｃ）ガス蒸気危険場所では、シーリングフィッチングの位置が次のとおり配置

○ 塩害を受けるおそれのある場所 　　　されていることを確認する。

本仕様書は、低圧配線及び弱電流電線等の施設について適用する。 ガス蒸気危険場所の施工 　（１）異なる種別の場所との隔壁を電線管が貫通する箇所

（ａ）ガス蒸気危険場所の工事は、すべて防爆構造機器を使用する。 　（２）分岐接続、直線接続、端末処理を行う接続箱、ボックス、電動機等端子箱等

【共通事項】 （ｂ）シーリングの施工箇所は次による。 　　　　から０．４５ｍ以内の箇所

（ａ）特殊場所工事は、標準仕様書の当該事項によるほか次による。 　（１）呼び径５４㎜以上の電線管においては、電線接続部分を収容する端子箱又は 　（３）呼び径５４ｍｍ以上の電線管において、管路長１５ｍごとに１箇所

（ｂ）機械器具の鉄台、金属製外箱及び鉄わくなどの接地工事は、各項に記載がない 　　　　ボックス類から原則として０．４５ｍ以内でなるべくそれに接近した箇所に

限り標準仕様書の当該事項による。 　　　　シーリングを施す。

　（２）呼び径５４㎜以上の電線管においては、電線管の管路長１５ｍ以下ごとに

【気密性を要する場所】 　　　　１個の割合でシーリングを施す。

（ａ）クリーンルーム等は、浮遊じんあいの流入又は室内空気の漏れを防ぐため配管 　（３）配電盤、分電盤等の端子箱及び接続箱に出入りする電線管には、これより

及びボルト類が壁等を貫通する箇所及びアウトレットボックス等に空気気密対策を 　　　　０．４５ｍ以内でなるべく接近した箇所にシーリングを施す。

次の図のとおり施工する。 　（４）電動機等に接続する電線管には、これより０．４５ｍ以内でなるべく接近

照明器具の取付け（クリーンルーム） 　　　　した箇所にシーリングを施す。

【粉じん危険場所】

粉じん防爆構造の種類は、次の法令等による。〔備考〕

（ａ）労働安全衛生法（昭和四十七年法律第五十七号）（１) 防塵パッキンは,配線器具及びアウトレットボックスの形状に合ったものを

（ｂ）電気機械器具防爆構造規格（昭和４４年４月１日労働省告示第１６号）　　　使用する。

（ｃ）ＪＩＳ　Ｃ　６００７９規格群（爆発性雰囲気で使用する電気機械器具）（２）防塵パッキンとボディビスの隙間には、シーリング材を充填する。

（ｄ）工場電気設備防爆指針（粉じん防爆１９８２）（３）防塵パッキン本体裏面（フランジ）部にシーリング材を帯状に塗る。

（ｅ）工場電気設備防爆指針－国際整合技術指針（２０１５、２０１８、２０２０）（４）チューブ適合サイズより細い電線を使用する場合は、シーリング材を充填する。

（ｆ）ユーザーのための工場防爆設備ガイド（２０１２）

粉じん危険場所の施工感知器の取付け（クリーンルーム）

（ａ）粉じん危険場所の工事は、すべて粉じん防爆構造機器を使用する。

（ｂ）粉じん防爆型の照明器具は、直付け器具、パイプペンダント、ブラケット等を

　　　使用し、造営材に堅ろうに取付けること。

（ｃ）コンセント等の差込接続器は、施設しないこと。

（ｄ）シーリングの施工箇所は、ガス蒸気危険場所（ｂ）に準ずる。

【危険物等貯蔵場所】

（ａ）危険物貯蔵場所の工事は、危険物の規制に関する政令等によるほか次による。

（ｂ）ケーブルは、鋼帯等のがい装を有するケーブル又はＭＩケーブルを使用する

　　　場合を除き、鋼製電線管、配管用炭素鋼鋼管（ガス管）等の保護管に収める。

（ｃ）照明器具は、造営材に直接又はつり下げ管などを使用し、堅ろうに取付ける

　　　こと。

（ｄ）電線と機器とは、震動によりゆるまないよう接続部分には止めナット、ばね

　　　座金などを用いてゆるみ止めを施し、電気的に完全に接続すること。

【腐食性ガスのある場所】

（ａ）金属管、二種金属製可とう電線管及び付属品等は、防食塗料を施すとともに

　　　内部に腐食性ガス又は溶液が浸入しないように施工する。

（ｂ）合成樹脂管又は管と付属品等との接合部は気密とし、内部に腐食性ガス又は

　　　溶液が浸入しないように施工する。

（ｃ）照明器具のフランジ内には、電線の接続点を設けないこと。ただし、直径５㎝

　　　の半球以上の容積があるフランジを用いて電線接続点を押さえないように施工

　　　する場合は、この限りではない。

【蟻害を受けるおそれのある場所】

（ａ）地中に埋設する防蟻ケーブル又は鋼帯がい装ケーブルの接続箇所には、防蟻

　　　処理を施す。〔備考〕

（ｂ）管路はケーブル入線後に防蟻剤をコンプレッサ等で吹き込み、管端をシーリ〔備考〕 （１) 塵パッキンは、感知器用防塵パッキンを使用する。

　　　ングする。（１) 電源ケーブル及び照明器具吊りボルトとの器具の間には、ブッシングとパッキン （２）防塵パッキンとボディビスの隙間には、シーリング材を充填する。

（ｃ）共同溝及び床下ピット内に敷設するケーブルは、壁面等から十分隔離し施工　　　を取付ける。 （３）通線孔サイズより細い電線を使用する場合は、シーリング材を充填する。

　　　する。（２) 電源ケーブル及び照明器具吊りボルトが天井を貫通する部分は、シリコーン系

（ｄ）埋戻しの際は、木片等蟻の好むものを混入してはならない。　　　シーリング材を使用し、２～３回に分けて下方より充填する。

（ｅ）防蟻剤の取扱いについては、薬害のおそれがないよう十分注意し、その使用（３）図は、一例を示す。

　　　量、使用部分、使用方法及び製造者名等を記録して、監督職員に報告するもの

　　　とする。

【塩害を受けるおそれのある場所】

（ａ）機器及び電線管等内に雨、風が侵入しないように施工する。

（ｂ）バインド線及び木ねじ等は、鉄製のものを使用しない。

（ｃ）風向き等により塩分が付着しにくく、また、保守上支障のない配置となるよう

　　　十分考慮の上、施工する。

チューブ

防塵パッキンフランジ部

スイッチ
プレート

アウトレットボックス
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気密性を要する場所〇
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事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

年　　度 設 計 年 月 設　計　業　務　名 工　事　名　称

ー

図　面　名　称

特記仕様書（３）

縮　　尺 図面番号

特ーＥ３

沖縄工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和７年度 令和７年１０月
（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務 沖縄工業高専　創造・実践棟

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

株式会社　国吉設計 那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

建築士法第20条第１項に基づく表示



建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）
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株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）
Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 姿 図

A1＝ N / S

A 3＝ N / S

防犯灯　蛍光灯ＦＬ２０形相当Ｂ１

パナソニック　ＮＮＹ２０３３３ＬＥ１

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防まつ型、明るさセンサなし、明光色

光束７３０ｌｍ、消費電力６．３Ｗ、電圧１００Ｖ

昼白色、５５００Ｋ、Ｒａ８０、光束維持時間６００００時間（光束維持率８０％）

本体：ＡＳＡ樹脂（クールホワイト）

前面パネル：アクリル

保護等級：ＩＰ４４、雷サージ１５ｋＶ

電力会社申請入力容量６．５ＶＡ

ｉＤシリーズ直付型４０形　スリムベースＢＬ４

パナソニック　ＸＦＸ４６０ＳＥＮＲＣ９

赤外線調光（ウィズリモ）、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

約５～１００％連続調光型

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＸＦＸ４６０ＳＥＮＬＲ９

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

約５～１００％連続調光型

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイルＢＬ６

パナソニック　ＸＦＸ４３０ＮＥＮＬＥ９

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ＢＬ４ユウセン ｉＤシリーズ直付型４０形　スリムベース

Ｅ－02

ウィズリモ／　高天井人センサ付兼用送信器

パナソニック　ＮＱ５５０００Ｊ

単３マンガン乾電池×２本同梱

専用ホルダ同梱（取付用木ネジ×２本付き）

対応機種：ウィズリモ、高天井用ひとセンサ付きライトバー（起動方式ＲＣ）

ＬＥＤダウンライト　１００・１５０・２００形用ＤＷ１

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞

軒下用（防雨型）、ＬＥＤソケッタブル別売

光源遮光角１５度、落下防止ワイヤー付

本体：アルミダイカスト（クールホワイトつや消し仕上）

枠：アルミダイカスト（クールホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（透明つや消し）

埋込穴φ１５０

パナソニック　ＮＮＮ７４５００Ｋ+ＮＮＵ１４０１６３ＫＬＥ９

ｉＤシリーズ埋込型４０形　黒板灯Ｋ１

パナソニック　ＮＮＬＫ４１７２８６５－Ｑ１+ＮＥＬ４３００ＳＷＬＥ９

集光プリズムタイプ・一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（プリズム）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

白色（４０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤスクエアベースライト　埋込型　下面開放型　□４５０ＳＱ１

パナソニック　ＸＬＸ１４０ＵＥＮＬＡ９

スクエア光源タイプ、一般光源ユニット、４５００ｌｍタイプ

消費電力３１．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

調光タイプ（約１０～１００％）

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

埋込：W220×L1235ダウンライト　１０００形ＤＬ１０

パナソニック　ＸＮＤ９０８９ＳＮＬＪ９

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ

調光可能範囲（約１％～１００％）、光源遮光角１５度

光束維持時間：６００００時間（光束維持率８０％）、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

器具光束：１０２８５ｌｍ、消費電力：６８．８Ｗ、電圧：１００～２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ２００

ダウンライト　１００形ＤＬ８

パナソニック　ＸＮＤ１０６９ＷＬＬＥ９

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源遮光角１５度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：９９０ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

ＬＥＤウォールライト　２０形Ｂｒ５

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

防湿型・防雨型

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束９９０ｌｍ、消費電力１０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

ＬＥＤウォールライト　４０形Ｂｒ６

防湿型・防雨型

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束２２１０ｌｍ、消費電力１９．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

ｉＤシリーズ直付形４０形　Ｄスタイル　防湿型・防雨型　Ｗ２３０ＢＷ１

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ直付形４０形　Ｄスタイル　防湿型・防雨型　Ｗ１５０ＢＷ２

パナソニック　ＸＬＷ４３３ＡＥＮＺＬＥ９

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８００ＫＬＥ９ パナソニック　ＮＮＦＷ４１８００ＣＬＥ９ パナソニック　ＸＬＷ４６３ＤＥＮＺＬＥ９

ＢＫ１

常用光ユニット：光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

本体：鋼板製（白色塗装）、レンズ：ガラス

消費電力２９．０Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

非常時本体組込ＬＥＤ点灯、非常灯認定番号：ＬＡＬＥ－０１５

自己点検機能付（別売リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ）

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

階段灯兼用型非常照明直付形４０形　Ｄスタイル　Ｗ１６０

パナソニック　ＮＮＣＦ４２２３５Ｊ　LE9

ひとセンサＯＮ／ＯＦＦ、３０分、３８００ｌｍタイプ

（天井・壁取付型）ブラケット　４０形電球１灯器具相当Ｂｒ２

パナソニック　ＬＧＷ８５０１３Ｋ

Ｗ＝１２８　Ｈ＝１２８　出しろ１７０

カバー：アクリル（乳白）、プラスチック（ホワイト）

防湿型・防雨型、ネジ込み方式、天井直付型・壁直付型

器具光束３９６ｌｍ、消費電力４．３Ｗ、電圧１００Ｖ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ３００ＢＬ１１

パナソニック　ＸＦＸ４６０ＶＥＮＬＥ９

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ１５０

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ

消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ埋込型４０形　フリーコンフォート　Ｗ２２０

パナソニック　ＸＦＸ４６５ＥＥＮＬＥ９

マルチコンフォート、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板、ルーバ：鋼板（高反射白色粉体塗装）

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ直付型２０形　ｉスタイルＢＬ１５

パナソニック　ＸＦＸ２１０ＮＥＮＬＥ９

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

上下配光ブラケットＢｒ１

パナソニック　ＹＹＹ４１０００

ランプ別売（フラットランプ）２灯（口金ＧＸ５３－１）

上下配光タイプ、防雨型

本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）

パネル：アクリル（透明）

壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

パナソニック　ＸＦＸ４２０ＰＥＮＬＥ９

ＢＬ１２ ＢＬ１４ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ２２０ＢＬ１０

赤外線調光（ウィズリモ）、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

約５～１００％連続調光型

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＸＦＸ４６０ＵＥＮＲＣ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型ＢＬ８

パナソニック　ＸＦＸ４６０ＫＥＮＬＥ９

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＸＦＸ４６０ＮＥＮＬＥ９

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

ＢＬ７

沖縄工業高専　創造・実践棟

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

照明

明るさ

全灯

明

暗

消灯
点灯



(左記へ続く)

建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦
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屋内運動場

創造・実践教育系

夢工場

キ ー プ ラ ン

廊下３

渡り廊下１

ＣＨ＝２，７００

ＣＨ＝２，７００

ＥＳ 廊下４ ネットワーク管理室 倉庫１ 男子便所４

ＣＨ＝２，７００

×１ ×２２

×２

Ｈ＝２，９００ ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝２，７００

×１

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝３，０００

Ｔ ／Ｕ

３ （ＷＰ）

３（Ｗ Ｐ）

Ｓ－２ＬＰ－５

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

ＦＳＬ１－３２２ＰＸ

ＢＬ４

ＦＳＳ６－３２２ＰＨ ＦＳＬ１－３２２ＰＸ

ＢＬ４ ＢＬ４

ＦＳＬ１－３２２ＰＨ

ＢＬ４ ×８×２０×８×２４

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＤＬ８ ×５

ＤＬ８

Ｂr２

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ＢＬ６

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

ＢＬ６

ＣＨ＝３，０００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６

ＦＲＳ１９－３２１ＰＮ

ＢＬ１２ ×７

ＢＬ１０

ＳＱ１

ＳＱ１

ＢＬ６

ＢＬ６

Ｂｒ６

ＢＬ６

Ｂｒ６

Ｃ階段

Ｂｒ６ ×２

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

Ｂｒ６ ×１

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

ＢＬ１２

２ 階 照 明 更 新 平 面 図
Ｅ－03

渡り廊下３

男子便所１

研究室４研究室１ 研究室３研究室２ 研究室５ 研究室６ 研究室７ 研究室８

Ｃ階段

ES

廊下４

メカニカルバルコニー

EXP.J

ELV2

PS

廊下３

倉庫１

パウダーコーナー

ES

男子便所４

（創造ホール上部）

吹抜

脱衣室

男子便所３

シャワー

SK

コーナー１
メディア

実験演習室（メディア）

オープンラボ（情報）

廊下３

渡り廊下 １

ＤＬ８

Ｓ－２ＬＰ－１ Ｓ－２ＬＰ－２ Ｓ－２ＬＰ－３

Ｓ－２Ｌ－Ｂ

Ｓ－２ＬＰ－６

Ｓ－２ＬＰ－４

Ｓ－２ＬＰ－７

Ｓ－２Ｌ－Ａ

Ｂr２

ＳＱ１ ×３

ＣＨ＝３，０００

ＳＰ－１

×１６

ＣＨ＝３，０００

ＢＬ４

ＦＳＬ１－３２２ＰＨ ＦＳＬ１－３２２ＰＨ

２Ｌ ２Ｌ２Ｌ２Ｌ ６Ｌ６Ｌ
×２

２Ｌ ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ ２Ｌ

４Ｌ ４Ｌ

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

女子便所３ 男子便所３

研究室前廊下

研究室１～８

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，５００ ＣＨ＝２，７００

×１８

ＣＨ＝２，７００

×５

ＣＨ＝２，６００

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ＳＱ１

ＦＳＬ1－３２２ＰＫ

ＢＬ４ ×１２

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

×４×３ ＤＬ８ＤＬ８

ＳＰ－１

ＢＬ１０

ＦＳＳ９－３２１ＰＮ

×１

Ｈ＝２，９００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６

×２ＳＱ１

×１

直天渡り廊下３

直天 直天

×２ＢＬ４×３

ＥＳ 壁付

ＢＬ１２

渡り廊下１

(図面中央下部より)

×８

創造・実践棟　西側

ＢＬ４

ＢＬ４

イノベラボ会議室

共同研究室
ＢＬ４

吹抜

ＢＬ４

ソフトウェア演習室

ＢＬ４

準備室３

ＢＬ４

メディア･プログラミング室

ＢＬ４

ネットワーク管理室

ＢＬ４

技術支援室

ＢＬ４

航空技術者プログラム

（旧 講義室２－５）

ＢＬ４

情報処理センター
相談室

技術支援センター相談室

ＢＬ４

卒業研究室２－１

通 路

ＢＬ４

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

ＢＬ６

ＢＬ６

PS
SK

女子便所３

ＤＬ８

ＤＬ８

ＩＴラウンジ

ＣＨ＝２，７００

ＤＬ８

ＢＬ６ ×２

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

×２

×４

×２

×２

ＩＴラウンジ

ＤＬ８

ＤＬ８

ＢＬ６

ＤＬ８

ＢＬ６

ＢＬ６

ＢＬ６

ＳＱ１

別途工事

Ｄ階段

更新済

脱衣室・シャワー室

ＣＨ＝２，７００

Ｂｒ２ ×２

×４

ＢＬ４ ×６

共 同 研 究 室

イノベラボ会議室

吹 抜

ソフトウェア演習室 準備室３ メディア・プログラミング室 通 路 技術支援室・航空技術者プログラム

ＢＬ４

技術支援センター相談室 情報処理センター相談室

卒業研究室２－１

湯沸室

湯沸室

ELV

ホール２

講義室２－１
別途工事 別途工事

講義室２－２
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株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

A1＝ 1/100

A3＝ 1/200

Ｎ

メディア・コミニュケーション系

屋内運動場

創造・実践教育系

夢工場

キ ー プ ラ ン

Ｅ’

Ｅ

１１３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １２ １３ １４ １５

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000
6
00

6
4
5
0

4
4
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1
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5
0
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5
0

研究室４研究室１ 研究室３研究室２

男子便所３

研究室５ 研究室６ 研究室７ 研究室８

（専攻科増築スペース）

ピロティ－１

Ｃ階段

吹抜

研究室９

Ｄ階段 ELV2

廊下３

ES

パウダーコーナー

手洗

男子便所４

吹抜

倉庫１

PS

SK

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

６Ｌ ６Ｌ
６Ｌ

４Ｌ

Ｔ ／Ｕ

Ｓ－３ＬＰ－１ Ｓ－３ＬＰ－２

Ｓ－３Ｌ－Ｂ

Ｓ－３ＬＰ－３

Ｓ－３ＬＰ－５ Ｓ－３ＬＰ－６

ＲＡ

ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝２，７００ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝３，０００

ＬＳＩ設計演習室 倉庫１ 男子便所４ ＳＫ

ＣＨ＝２，７００

×２２

廊下４

コーナー１

メディア

廊下３

ＥＳ 直天

ＣＨ＝２，７００

Ｈ＝２，９００

ＣＨ＝２，７００

ＣＨ＝２，７００

研究室１～９

ＰＳ

ＣＨ＝２，７００

×１８

直天

Ｈ＝２，４００

ＳＫ

ＣＨ＝２，５００

×１

ＣＨ＝２，５００

Ｓ－３ＬＰ－４

卒業研究室３－１

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

Ｓ－３Ｌ－Ａ

３（ ＷＰ ）

ES

ＦＳＬ１－３２２ＰＸ

×２８ＢＬ４ ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

ＢＬ６

ＤＬ８ ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６ ×１

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＤＬ８ ×５

ＳＰ－３

×１

ＦＳＳ６－３２２ＰＸ

ＢＬ４

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６

ＢＬ６ ×１

×８

ＢＬ６ ×１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮＳＰ－３

Ｂｒ２

ＢＬ１０

ＳＰ－１ＦＳＳ９－３２１ＰＮ

×１ＢＬ６

ＦＳＬ１－３２２ＰＫ

ＢＬ１０ ×１２

ＳＰ－１×９

×２

ＢＬ１０

EXP.JEXP.J

３（ＷＰ）

３ 階 照 明 更 新 平 面 図
Ｅ－04

×２０Ｂｒ２

Ｋ１ ＦＲＳ２４－３２１

Ｈ＝２，９００

ＥＳ 直天

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６ ×１

女子便所３

ＣＨ＝２，７００

渡り廊下３ 直天

Ｃ階段 直天

男子便所３

ＣＨ＝２，７００

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

ＢＷ２

ＢＷ２ ×２

×１

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＤＬ８ ×３

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

×４ＤＬ８

創造・実践棟　西側

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

ＩＴラウンジ

メディアコンテンツ演習室
ＬＳＩ設計演習室

講義室１

講義室３－２講義室３－１

準備室４

卒業研究室３－１

制御システム実習室

ＢＬ４

更新済 更新済

ＢＬ６

ＢＬ６

ＢＬ６

ＤＬ８

ＤＬ８

ＤＬ８

ＢＬ６

ＩＴラウンジ

ＣＨ＝２，７００

ＤＬ８

ＤＬ８

ＢＬ６ ×２

×３

×３

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

別途工事

別途工事 別途工事

更新済

更新済

更新済

ホール２

ELV

PS

ＩＴラウンジ

ＢＬ１０

Ｋ１

×３

ＢＬ６
ＢＷ２

ＢＷ２

渡り廊下３

SK

ＢＬ１０

ＢＬ１０

ＢＬ６

ＢＬ６

Ｂｒ２

ＤＬ８

ＤＬ８

女子便所３

講義室３－５

制御システム実習室

講義室３-５

ＢＬ４

湯沸室

湯沸室

廊下４ 廊下４
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パウダーコーナー

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

Ｓ－４Ｌ－Ａ

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

Ｓ－４ＬＰ－１

２Ｌ

Ｓ－４ＬＰ－５

Ｓ－４Ｌ－Ｂ

Ｓ－４ＬＰ－６

４Ｌ

Ｓ－４ＬＰ－２

ｃ

（ＷＰ）
６Ｌ

ｃ ｃ

６Ｌ

ｃ

６Ｌ
Ｓ－４ＬＰ－３

Ｓ－４ＬＰ－４３（ＷＰ）

４Ｌ

ルーフＲ１

研究室９研究室８研究室７研究室６研究室５研究室４研究室３研究室２研究室１

廊下３

ELV2

ES

倉庫１

男子便所４

Ｃ階段

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

３（ＷＰ）

創造・実践棟

メディア棟

Ｇ階段

メカニカルバルコニー

PS

Ｅ－05
創造・実践棟　西側

４ 階 照 明 更 新 平 面 図西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

更新済更新済更新済

ＣＨ＝２，７００

ＳＱ１

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ラウンジ

ＣＨ＝２，７００

ＳＱ１

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

×７

ＣＨ＝２，７００

ＢＬ１０

ＳＰ－１

研究室１､２､５～８

×１２

ＰＳ
ＳＫ

男子便所３

ＣＨ＝２，７００

×４ＤＬ８

女子便所３

男子便所３

ＤＬ８

ＤＬ８

Ｈ＝２，９００

ＥＳ 直天

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６ ×１

Ｃ階段 直天

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

ＢＷ２ ×１

渡り廊下３ 直天

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

ＢＷ２ ×２ ＩＴラウンジ

ＣＨ＝２，７００

ＤＬ８

ＢＬ６ ×２

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

×２

×３

×３

×６

ＳＱ１ＳＱ１

ＳＱ１

ＳＱ１

ＳＱ１

ＢＬ１０ＢＬ１０

ＢＬ６ ＢＬ６

ＤＬ８

ＤＬ８

廊下４

ＣＨ＝２，７００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

ＢＬ６

ＤＬ８

×２０

×３

ＣＨ＝３，０００

ＢＬ４

ＢＬ４

ＢＬ４

×８

ＣＨ＝３，０００

ＢＬ４

ＦＳＳ６－３２２ＰＸ

（レースウエイ取付）

×２０

倉庫１

ＣＨ＝２，７００

×１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６

男子便所４

ＣＨ＝２，７００

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＤＬ８ ×５ Ｂｒ２ ×１

ＣＨ＝２，７００

ＳＫ

ＣＨ＝３，０００

ＢＬ４

ＦＳＳ６－３２２ＰＸ

（レースウエイ取付）

×１６

ＢＬ４

ＢＷ２

ＢＷ２

渡り廊下３

ＤＬ８

Ｂｒ２

ＳＫ

ＢＬ６

ＢＬ６

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

Ｂｒ２

ＢＬ６

講義室４－１ 講義室４－２

学習スペース ＩＴラウンジ

自然科学系実験室

演習室１－１(北)

演習室１－１(南)

電波暗室

電波暗室 演習室１－２

更新済

研究室前廊下

別途工事 別途工事

Ｄ階段

更新済

別途工事

別途工事

ＳＰ－３

ＢＬ６

ＤＬ８

×１

Ｂｒ５

ＢＬ６

バルコニーバルコニー

バルコニーバルコニー

自然科学系実験室演習室２

ＦＳＳ６－３２２ＰＸ

学習スペース

演習室２

ＢＬ４更新済

演習室１-１

ＣＨ＝２，７００

メディアコーナー１

ＳＱ１

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

×８

ＣＨ＝２，７００

ＳＱ１

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

×３

ＥＬＶホール 廊下３

ＣＨ＝２，７００

×８ＢＬ６

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

Ｈ＝２，９００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＢＬ６ ×１

ＥＳ 壁付

メディアコーナー１

ラウンジ

湯沸室

ES

廊下４

ＢＬ６

ＰＳ 直天

Ｈ＝２，４００

ＢＬ６ ×１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＫ

×１

ＣＨ＝２，５００

ＳＰ－３

Ｂｒ２

ＣＨ＝２，５００

ＦＳＳ９－３２１ＰＮ

×１ＢＬ６

湯沸室女子便所３

ＣＨ＝２，７００

ＤＬ８ ×３

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

吹 抜
吹 抜

ＦＢＣ２ＲＰ－２０１ＧＨ

×１Ｂｒ５

ＥＬＶホール

Ｇ階段

Ｈ＝Ｒ１ＳＬ＋２，５００



建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

A1＝ 1/100

A3＝ 1/200

１１４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １２ １３ １４ １５

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

RD

D
D

屋内運動場 夢工場

キ ー プ ラ ン

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（ＰＦ１６）

ＦＢＣ２ＲＰ－２０１ＧＨ

屋外機置場３

ハト小屋

ハト小屋

屋外機置場４

吹抜

太陽光発電パネル

ルーフ

Ｎ

×１

Ｒ 階 照 明 更 新 平 面 図

創造・実践棟

メディア棟

Ｂｒ５

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

Ｅ

60
0Ｅ’

6
,
45
0

4
,4
0
0

1
0,
7
5
0

9
,
3
50

Ｅ－06
創造・実践棟　西側

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

Ｂｒ５

屋外

Ｈ＝ＲＳＬ＋４８０



建築士法第20条第１項に基づく表示縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399
一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

令和７年１０月令和７年度 創造・実践棟　既設照明器具表 NO  S CA LE

照明器具姿図

安定器別置型照度自動補正機能付

東芝　ＭＦ１５０Ｗ－１東芝　ＦＨＦ３２Ｗ－２ ＳＰ－２ＳＰ－１ ＦＳＳ１－２０１ＧＨ ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

安定器別置型

本体：アルミ

東芝　ＭＦ１５０Ｗ－１東芝　蛍光灯ボ－ル球１２Ｗ－１ ＳＰ－４ＳＰ－３

ガラス（３面）

ＦＳＳ９－３２１ＰＮ ＦＲＬ５－Ｐ３６３

熱線センサ－は内蔵または、別置 熱線センサ－は内蔵または、別置

ＦＨＦ３２Ｗ－１ＦＨＦ３２Ｗ－１ ＳＰ－６ＳＰ－５ ＦＲＳ１９－３２１ＰＮ ＦＲＳ２１－Ｈ２４１ ＦＲＳ２４－３２１

防湿・防雨型 熱線センサ－は内蔵または、別置

ＦＨＦ３２Ｗ－１（電池内蔵）ＦＨＦ３２Ｗ－１ＳＰ－７ ＳＰ－８ ＦＳＲ２－ＭＰＡー３２１ＰＨＭ－ＦＲＳ１０－３２１ 　ＦＨＴＳ－４１００７Ｎ

本体：アルミ本体：ステンレス

ガ－ド付き
ＦＳＳ９－３２１ＰＨ防湿タイプ

ＳＵＳ製

東芝　ＦＨＦ３２Ｗ－１ＳＰ－１０　Ｇ

調光機能付

熱線センサ－別置型

東芝　ＦＨＦ３２Ｗ－２ＳＰ－９ ＦＴ－２１００１ＮＫ ＦＴ－２１１１１ＮＫ

ＦＳＳ９－３２１ＰＨ防湿タイプ
ＳＵＳ製

ＳＰ－１０ 東芝　ＦＨＦ３２Ｗ－１ＨＦＴ２４Ｗ－１（電球色）

軒下ダウンライト（防雨型）

FSS8-321(FHT-41007N-PK,PJ,PD,PA,PM)

FSS9-321(FHT-41307N-PD,PA,PM)

FSS6B-322(FHT-42404-PD,PA,PM)

ＦＳＬ１－３２２ＰＸ

FRS24-321(FHR-41091-PK,PA,PM)FRS21-H241(FHD-31016-PM9)

FT-21003
FT-21113K

FRS27-321(FHR-41407M-PH,PN)

ＦＳＳ６－３２２ＰＮ，ＰＨ，ＰＸ

ＦＳＬ１－３２２ＰＨ，ＰＸ

●FHF32W×2

●寸法：幅246×1247×高40

●本体：白／材厚：CGC　t0.6

●反射板：白／材厚：CGC　t0.4　高反射

●質量：5.0kg ●質量：2.0kg

●反射板：白／材厚：CGC　t0.35　高反射

●本体：白／材厚：CGC　t0.35

●寸法：幅59×1227×高78

●FHF32W×1

●質量：2.0kg●連結ガイド付

●反射板：白／材厚：CGC t0.35高反射

●本体：材厚：SGC t0.4

●寸法:幅100×1231×高85

●FHF32W×1

●質量：5.0kg

●バッフル：白／材厚：SPC　t1.0

●本体：白／材厚：CGC　t0.5

●寸法：幅250×1251×高56

●FHF32W×2

●ルーバ：アルミ 白色仕上

●反射板：CGC t0.5 白 高反射

●本体：SGC t0.8

●寸法：幅□450×高155（埋込穴寸法）

●FHP32W×3

●枠：SPC t0.8 白

●質量：6.5kg

●質量：4.0kg

●反射板：白／材厚：SPC t0.6

●本体： ／材厚：SGC t0.6

●寸法：幅150×1235×高70（埋込穴寸法）

●FHF32W×1

●遮光角：25°

●反射板：プラスチック（銀色鏡面／高効率アルミ蒸着）

●枠：プラスチック（ピュアホワイト） ●本体：鋼板

●質量：0.8kg

●寸法：径φ150×173（埋込穴寸法）

●FHT24W×1

●質量：6.5kg

●反射板：白／材厚：CGC t0.35

●本体：白／材厚：SPC t0.6

●寸法：幅256×1262×高125（埋込穴寸法）

●FHF32W×1

●質量：6.5kg

●反射板：白／材厚：CGC t0.35

●本体：白／材厚：SPC t0.6

●寸法：幅256×1262×高125（埋込穴寸法）

●FHF32W×1

●質量：2.6kg

●反射笠：クリア塗装／材厚：SUS t0.4（高耐食フェライト系ステンレス）

●本体：クリア塗装／材厚：SUS t0.4（高耐食フェライト系ステンレス）

●寸法：幅170×1248×高113

●FHF32W×1 ◆非常灯　笠なし

●質量：2.5kg

●反射板：CGC t0.35 白 高反射

●本体：CGC t0.35 白

●寸法:幅59×1227×高82

●FHF32W×1

●質量：1kg

●反射板：CGC t0.35 白

●本体：CGC t0.35 白

●寸法：幅57×605×高81

●FL20W×1

●質量：1kg

●反射笠：CGC t0.35 白

●本体：CGC t0.35 白

●寸法：幅51×605×高92

●FL20W×1

FHT-21007

●質量：0.5kg

●反射板：CGC t0.35 白

●寸法：幅59×618×高82

●本体：CGC t0.35 白

●FHF16W×1

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

ＦＢＣ２ＲＰ－２０１

●質量：4.2kg

●本体：ステンレス、カバー：アクリル(乳白色)

●寸法：幅130(90)×645×高130

●FL20W×1、防雨･防湿型

クリ－ンアクリル（乳白）
ガラス（３面）

ＳＰ－１１

Ｅ－07
西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

FSR2MPA/RPA-321(FHT-41187NMK-PK,PH,PN)FRS24-321(FHR-41091-PK,PA,PM) FHTS-41007N

FHR-33325NKFSL1A-322(FHT-42414-PK,PJ,PD,PH,PN)



建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

A1＝ 1/100

A3＝ 1/200

１１３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １２ １３ １４ １５

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000
6
4
5
0

4
4
00

1
07
5
0

93
5
0

メディア・コミニュケーション系

屋内運動場

創造・実践教育系

夢工場

キ ー プ ラ ン

ＩＴラウンジ

廊下３

ＣＨ＝２，７００

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＣＨ＝２，７００

Ｃ階段 ＥＳ 廊下４ ネットワーク管理室 倉庫１ 男子便所４直天 直天

×１ ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＣＨ＝２，７００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×１ ×２２

ＳＰ－２ ×２

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

Ｈ＝２，９００

ＦＳＬ１－３２２ＰＸ

ＣＨ＝３，０００

ＦＳＳ６－３２２ＰＨ×２４

ＣＨ＝３，０００

ＦＳＬ１－３２２ＰＸ

ＣＨ＝３，０００

×８ ×２０ ＦＳＳ８－３２１ＰＮＦＳＬ１－３２２ＰＨ

ＣＨ＝３，０００

×８

ＣＨ＝２，７００

×１

ＣＨ＝２，７００

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝３，０００

ＳＰ－１

ＣＨ＝３，０００

×５ ＳＰ－３ ＦＲＬ５－Ｐ３６３

男子便所１

メカニカルバルコニー

Ｓ－２Ｌ－Ａ

３ （ＷＰ）

更新済ＦＳＳ８－３２１ＰＮ×１０

更新済 更新済

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝３，０００

×３

ＦＳＬ１－３２２ＰＨ ＦＳＬ１－３２２ＰＨ

情報処理センター相談室

×３ ×２

２階既設照明撤去平面図

パウダーコーナー

ELV2

メディア
コーナー１

Ｄ階段

ES

廊下４

PS

研究室８

EXP.J

研究室７研究室６研究室５研究室４研究室３研究室２研究室１

PS SK

ピロティ－１

（専攻科増築スペース）

３（Ｗ Ｐ）

Ｓ－２Ｌ－Ｂ

Ｓ－２ＬＰ－１ Ｓ－２ＬＰ－２ Ｓ－２ＬＰ－３ Ｓ－２ＬＰ－４

Ｓ－２ＬＰ－６ Ｓ－２ＬＰ－７

Ｓ－２ＬＰ－５

脱衣室・シャワー室

×２ ×１６

２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ ６Ｌ６Ｌ
×２

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

４Ｌ ４Ｌ

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×１

Ｈ＝２，９００

ＦＲＬ５－Ｐ３６３ ×２

女子便所３ 男子便所３

研究室前廊下

研究室１～８

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００

×４ＦＲＳ２１－Ｈ２４１×３ ＦＳＳ９－３２１ＰＮ

ＣＨ＝２，５００

×１

ＣＨ＝２，７００

×１８ＳＰ－１

ＣＨ＝２，７００

×５

ＣＨ＝２，５００ Ｈ＝２，４００

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ×２ 更新済

ＦＳＳ１－２０１ＧＨ×１ ＦＳＳ１－２０１ＧＨ×１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ×２

更新済

更新済

更新済

ＣＨ＝２，６００

×１２ＦＳＬ1－３２２ＰＫ

更新済×１ＳＰ－３ ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×１ 更新済

ＰＳ 直天ＳＫ

(左記へ続く)

(図面中央下部より)

壁付ＥＳ

ＳＰ－２

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×２

×８

ＢＬ４

イノベラボ会議室

共同研究室
ＢＬ４

Ｅ－08
創造・実践棟　西側

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

別途工事

ＳＰ－９

ＣＨ＝３，０００

ＦＲＳ２４－３２１ ×３

×１２ 別途工事

ＣＨ＝３，０００

ＳＰ－９

ＦＲＳ２４－３２１ ×３

×１２

別途工事

別途工事

渡り廊下１

ＣＨ＝２，７００

ＦＲＳ１９－３２１ＰＮ ×７

メディアコーナー１

ＦＲＬ５－Ｐ３６３　×３

ＥＬＶホール２

ＦＲＬ５－Ｐ３６３ ×２

Ｄ階段 直天

Ｈ＝２，２００

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

　ＦＨＴＳ－４１００７Ｎ 更新済

×１

×１

渡り廊下３ 直天

×２ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

共同研究室

イノベラボ会議室

ＦＳＳ６－３２２ＰＨ

ＦＳＳ６－３２２ＰＨ ×４

×６

×２

×２

ソフトウェア演習室 準備室３ メディア･プログラミング室

ソフトウェア演習室 準備室３ メディア･プログラミング室 ネットワーク管理室

男子便所４

倉庫１

通路

技術支援ｾﾝﾀｰ相談室

情報処理センター相談室

技術支援室
航空技術者プログラム

（旧講義棟２-５)

通 路 技術支援室・航空技術者プログラム

技術支援センター相談室

廊下３

ＩＴラウンジ廊下３

男子便所３女子便所３

研究室前廊下

講義室２-１ 講義室２-２

講義室２-２

講義室２-１

ELV

ホール２

卒業研究室２-１

卒業研究室２-１湯沸室

湯沸室

（創造ホール上部）

吹 抜
吹 抜

Ｃ階段

ES

渡り廊下３

渡り廊下 １

渡り廊下１

脱衣室 シャワー

SK

Ｅ

6
00

Ｅ’

Ｎ



PS

建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

A1＝ 1/100

A3＝ 1/200

Ｎ

メディア・コミニュケーション系

屋内運動場

創造・実践教育系

夢工場

キ ー プ ラ ン

Ｅ’

Ｅ

１１３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １２ １３ １４ １５

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000
6
00

6
4
5
0

4
4
00

1
07
5
0

93
5
0

研究室４研究室１ 研究室３研究室２

女子便所３

渡り廊下３

研究室５ 研究室６ 研究室７ 研究室８

（専攻科増築スペース）

ピロティ－１

Ｃ階段

吹抜

ＬＳＩ設計

演習室

研究室９

Ｄ階段 ELV2

廊下３

ES

パウダーコーナー

手洗

男子便所４

倉庫１

PS SK

SK

３ （ＷＰ）

Ｓ－３ＬＰ－１ Ｓ－３ＬＰ－２

Ｓ－３Ｌ－Ｂ

Ｓ－３ＬＰ－３

Ｓ－３ＬＰ－５ Ｓ－３ＬＰ－６

ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝２，７００ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝３，０００Ｈ＝２，９００

ＩＴラウンジ

ＬＳＩ設計演習室ＥＳ 直天 倉庫１ 男子便所４ ＳＫ

ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝２，７００

ＣＨ＝２，７００

×２２

廊下４

コーナー１

メディア

ＣＨ＝３，０００

廊下３

ＥＳ 直天

ＣＨ＝２，７００

Ｈ＝２，９００

ＥＬＶホール２

ＣＨ＝２，７００

ＣＨ＝２，７００

ＣＨ＝２，７００

研究室１～９

ＰＳ

ＣＨ＝２，７００

直天

Ｈ＝２，４００

ＳＫ

ＣＨ＝２，５００

ＣＨ＝２，５００

Ｓ－３ＬＰ－４

卒業研究室３－１

卒業研究室３－１

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

Ｓ－３Ｌ－Ａ

３（ ＷＰ ）

×１

ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝３，０００

メディアコンテンツ演習室

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×２８ＦＳＬ１－３２２ＰＸ ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ＦＲＳ２１－Ｈ２４１ ×５ ＳＰ－３ ＦＳＳ６－３２２ＰＸ

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＳＰ－２

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×２

×８

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

×９

×２

ＦＳＬ１－３２２ＰＫ ×１２

ＳＰ－１

ＳＰ－１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×１

×１８×１ＦＳＳ９－３２１ＰＮ

ＳＰ－３ ×１

Ｈ＝２，２００

直天Ｄ階段 メディアコーナー１

ＣＨ＝２，７００

研究室前廊下

ＣＨ＝２，７００

メディアコンテンツ

演習室

３階既設照明撤去平面図

６Ｌ ６Ｌ２Ｌ ６Ｌ

４Ｌ

２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ

×２０

×３

×３

Ｍ-ＦＲＳ１０-３２１

渡り廊下３ 直天

Ｃ階段 直天

×１

×２ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

女子便所３

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＣＨ＝２，７００

×３

男子便所３

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＣＨ＝２，７００

×４

Ｅ－09
創造・実践棟　西側

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

ＩＴラウンジ

更新済

更新済

更新済

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事ＳＰ－９

ＦＲＳ２４－３２１

ＳＰ－９

ＦＲＳ２４－３２１

×３

×１

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＦＨＴＳ－４１００７Ｎ

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ＦＲＬ５－Ｐ３６３　×６

×１２

×３

×１２

×３

更新済ＦＲＬ５－Ｐ３６３ ×６

更新済

更新済

更新済

更新済

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ　×２

ＦＳＳ１－２０１ＧＨ　×１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ　×２

ＦＳＳ１－２０１ＧＨ　×１

ＦＳＳ６－３２２ＰＨ　×８ 更新済 更新済ＦＳＬ１－３２２ＰＸ　×２４

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ　×１０ 更新済

ＥＳ

吹 抜

準備室４

準備室４

制御システム実習室

制御システム実習室

更新済

講義室３-５

講義室３-５

湯沸室

湯沸室

男子便所３

ELV

ホール２

講義室３-２

講義室３-１

講義室３-１ 講義室３-２

研究室前廊下

廊下４
廊下４

×３

EXP.JEXP.J



建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

A1＝ 1/100

A3＝ 1/200

Ｎ

夢工場

キ ー プ ラ ン

Ｅ’

Ｅ

１１３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １２ １３ １４ １５

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000
6
00

6
4
5
0

4
4
00

1
07
5
0

93
5
0

バルコニー バルコニー

SK

パウダーコーナー

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

Ｓ－４Ｌ－Ａ

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

Ｓ－４ＬＰ－１

２Ｌ

Ｓ－４ＬＰ－５

Ｓ－４Ｌ－Ｂ

Ｓ－４ＬＰ－６

４Ｌ

Ｓ－４ＬＰ－２

ｃ

（ＷＰ）
６Ｌ

ｃ ｃ

６Ｌ

ｃ
Ｓ－４ＬＰ－３

Ｓ－４ＬＰ－４３（ＷＰ）

３（ＷＰ）

４Ｌ

男子便所３ 研究室前廊下

ＳＫ ＰＳ

廊下３

ＣＨ＝２，７００ＣＨ＝３，０００

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝２，７００ＣＨ＝３，０００ ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝３，０００

倉庫１ 男子便所４ ＳＫ廊下４

直天

ＣＨ＝２，７００ＣＨ＝２，７００ＣＨ＝２，５００

×１

ＣＨ＝２，５００ Ｈ＝２，４００

ＣＨ＝２，７００

ＩＴラウンジ

ルーフＲ１

研究室９研究室８研究室７研究室６研究室５研究室４研究室３研究室２研究室１

渡り廊下３

廊下３

ELV2
Ｄ階段

ES

倉庫１

男子便所４

Ｃ階段

男子便所３女子便所３

講義室４－１ 講義室４－２

講義室４－２

ＣＨ＝３，０００

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟）

ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００ ＣＨ＝２，７００

ラ ウ ン ジ

創造・実践棟

メディア棟

屋内運動場

Ｇ階段

メカニカルバルコニー

６Ｌ

廊下４

電波暗室

Ｈ＝２，９００

ＥＳ 直天

ES

Ｃ階段 直天

渡り廊下３ 直天

ＣＨ＝２，７００

女子便所３

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ ×１

×２ＦＳＲ２－ＭＰＡ－３２１ＰＨ

×３ＦＲＳ２１－Ｈ２４１ ＦＲＳ２１－Ｈ２４１ ×４ ＦＳＳ９－３２１ＰＮ ×１

ＳＰ－３

ＳＰ－１

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

×８ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

×３

×３

×２

ＦＲＳ２１－Ｈ２４１

ＳＰ－２

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

×２０ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

ＳＰ－２ ×３

ＦＳＳ６－３２２ＰＸ ＦＳＳ６－３２２ＰＸ ×２０

（レースウエイ取付）

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ ×５ＦＲＳ２１－Ｈ２４１ ＳＰ－３ ×１ ＦＳＳ６－３２２ＰＸ ×１６

（レースウエイ取付）
ＦＳＳ８－３２１ＰＮ　×10 更新済

４階既設照明撤去平面図
Ｅ－10

創造・実践棟　西側

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

×８

ＣＨ＝３，０００

講義室４－１研究室１～９

ＳＰ－１

ＣＨ＝３，０００

ＩＴラウンジ

更新済

卒業室前廊下

ＦＳＬ１－３２２ＰＨ

ＳＰ－２ 別途工事

別途工事×５

×６

更新済ＦＳＳ６－３２２ＰＸ ×１２

ＳＰ－９

ＦＲＳ２４－３２１

ＳＰ－９

ＦＲＳ２４－３２１

×１２

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

×３

×３

×１２

×１

×７ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ＦＲＬ５－Ｐ３６３ 更新済 更新済

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

ＦＲＬ５－Ｐ３６３

×１

×４

×５ＦＲＬ５－Ｐ３６３×１２

×６ 更新済更新済

更新済

更新済

更新済

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ　×２

ＦＳＳ１－２０１ＧＨ　×１

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ　×２

ＦＳＳ１－２０１ＧＨ　×１

PS

電波暗室

メディア

コーナー１

ＥＬＶホール

学習スペース

学習スペース メディアコーナー１

ＣＨ＝２，７００

ＦＲＬ５－Ｐ３６３ ×８

ＣＨ＝２，７００

ＦＲＬ５－Ｐ３６３ ×３

ＥＬＶホール

Ｈ＝２，９００

ＥＳ 直天

×１ＦＳＳ８－３２１ＰＮ

Ｈ＝２，２００

Ｄ階段 直天

ＦＳＳ８－３２１ＰＮ 更新済×２

演習室１-１(北)

演習室１-１(南)

演集室１-２ 演習室２

演習室１-１ 演習室１-２ 演習室２ 自然科学系実験室

自然科学系実験室×１ＦＢＣ２ＲＰ－２０１ＧＨ

Ｇ階段

ラウンジPS
SK

湯沸室

湯沸室

吹 抜

吹 抜

Ｈ＝Ｒ１ＳＬ＋２，５００



建築士法第20条第１項に基づく表示

株式会社　国吉設計
那覇市首里崎山町４－２０６　 TEL 098-885-8284

　FAX 098-884-0399

縮 尺図 面 名 称年　　度 設計年月 工 事 名 称設 計 業 務 名 図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当係　長総務課長補佐総務課長事務部長

令和７年度 令和７年１０月

一級建築士  第３９１９６５号 　宮城　一邦

A1＝ 1/100

A3＝ 1/200

夢工場

キ ー プ ラ ン

Ｒ７年度ＬＥＤ照明更新設計業務

（創造・実践棟及び学生寮Ａ棟） Ｒ 階 既 設 照 明 平 面 図

ハト小屋

ハト小屋

太陽光発電パネル

ルーフ

Ｎ

創造・実践棟

メディア棟

屋内運動場

吹抜

D
D

RD

屋外機置場４

屋外機置場３

４ ５ ６ ７ ８ ９

Ｆ

Ｅ

Ｅ’

Ｉ

Ｈ

Ｇ

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000
１５１１ １２ １３ １４１０

9,
35

0
10
,7
50

4,
40

0
6,
45
0

60
0

Ｅ－11
創造・実践棟　西側

西側(２～Ｒ階)　照明設備更新工事

沖縄工業高専　創造・実践棟

×１ＦＢＣ２ＲＰ－２０１ＧＨ

屋 外

ＥＭ-ＥＥＦ１.６-３Ｃ（ＰＦ１６）

Ｈ＝ＲＳＬ＋４８０


